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領 収 書 等 貼 付 用 紙

研修。研究け会議貴 頁Jヽ計 /ν 沙́ 円 常考

NO.47
'″
/

領 収  証

おんじょう 由久   様 2023年  5月 16日

但 町田地域障がい者雇用企業連絡会 勉強会参加費として

上記正に領収いたしました。

町田地域障がい者雇用企業連絡会
事務局

(事務局設置場所 )

東京都町田市原町田4-18-6-101
TEL 042-850ぃ 9141

※ 領収書は重ねて貼付しない。
※ 領収書が枠からはみ出す場合は別紙に貼る3

工 Iつれ■ tl′
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阿田地域障がい者雇用企業連絡会
合
〓

2023年
霧4:00
～ 16:00

第 1部

保育・教育施設における
障がい者雇用

～ 障がい者雇用を通じた
インクルーンブ社会の実践 ～

齋藤 祐善氏
学校法人正和学回 理事長

第 2部

助成金制度
.

(含む、直近の障害者雇用促進法改正 )

ハローワエク町田 (助成金担当)

齊藤祐善氏プロフィール

1973年生まれ。保育園副園

長、社会福祉法人理事、町田

市議会口義員などを経て学校法

人正和学園理事長に就任。

(正和学園創立より82年。4

代目)2児 (双子)の父争
元全国私立保育連盟国際委

員、元町田市社会福祉協議会

理事など。

現在ほかに、社会福祉法人芳

美会理事長、一般社団法人東
京都民間保育園協会青年委員、全国認定こども園協会次世代リー

ダー委員く全国小規模保育協議会東京チャプター長、一般社団法人
こども DX推進協会顧間など。

【セミナー概要】

2023年度障がい者法定雇用率は 2,7%(段階的な引き上げのため
2023年度は現状維持)となる中で、障がい者雇用について考える保
育・教育施設も多いと思います。

なぜ障がい者雇用をはじめたのか、障がい者を雇用するにはどのよ
うにしたらよいか、また保育・教育施設における障がとヽ者の方の働
き方や現場の変化について写真等を主じぇながぅ、障がぃ者の方に
も活躍していただける社会について考えます。

講師

込締切日 : 2023年 5月 9日 (火 )
30名 町田市民ホTル 11階 第3会議室

〒194‐6o22東京都町田市森野

'■

2■
参

参 加 費 000円

町田地域障がい者雇用企業連絡会 事務局
事務局設置場所 :株式会社障碍社

〒194‐0013東京都町田市原町田牛18-6
TEL:042-350-9141  FAX:042-850-9142

MAIL:fu)ita@shogaishaocoJp

霧 :写麗柔再
ル

報 交差点
町

鶴

釈

寄 隠釈

「
g乱仄|_牡

会場

お聞い合わせ
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領 収 書 等 貼 付 用 紙

研修・研究・会議費 買小計 /′、Dοつ 円 備考

NO,36
2干ο

l

領  収  証

議員 村松 俊孝   様 2023年 5月 16日

但 町田地域障がい者雇用企業連絡会 勉強会参力E費として
上記正に領収いたしました。

町田地域障がい者雇用企業連絡会
事務局

(事務局設置場所)
東京都町田市原町田4-18-6-101
TEL 042-850‐ 9141

歩竹D歩 判 筆

歩″づ
領  収  証 NO.39

議員 村松 俊孝   様 2023年 3月 24日

但 町田地域障がい者雇用企業連絡会 勉強会参加費として

上記正に領収いたしました。

町田地域障がい者雇用企業連絡会
事務局

(事務局設置場所)
東京都町田市原町田4-18-6-101
TEL 042■50‐ 9141

と`ゴ||.1,「 |・ 事ニユ
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阿田地域障がい者雇用企業連絡会
2023年

14:00
～ 16 ●

● 00

第 1部

保育・教育施設における
障がい者雇用

～ 障がい者雇用を通じた
インクル
=シ _7‐社会の実践 ～

齋藤 祐善氏
学校法人正和学園 理事長

第 2部

助成金制度
(含むi直近の障害者雇用促進法改正)
ハロ…ワーク町田 (助成金担当)

込締切日 2023年 5月 9日 (火 )
30名参

参 加 費 000円

町田地域障がい者雇用企業連絡会 事務局
事務局設置場所 :株式会社障碍社

〒19牛0013東京都町田市原町田 418-6

TEL:042-350-9141  FAX:042-850-9142

MAL i fuiha@ShOgaisha.cojp

毒藤描善氏プロフィール

1973年生まれ。保育園副国

長、社会福祉法人理事、町田

市議会議員などを経て学校法

人耳和学園理事長に就任。

(正和学園創立より32名 4
代目)2児 (双子)の父。
元全国私立保育連盟国際委

員、元町田市社会福祉協議会

理事など。

現在ほかに、鶴 祉法人芳

美会理事長、―肛毘社団法人東

京都民間保育国協会青年委員、全国認定こども園協会次世代リー

ダー委員、全国小規模保育協議会東京チャプター長、一般社団法人
こどもDX推進協会顧問など。

【セミナー概要】

2023年度障がい者法定雇用率は2.7%(段階的な引き上げのため
2023年度は現状維持)となる中で、障がい者雇用について考える保
育・教育施設も多いと思います。

なぜ障がい者産用をはじめたのか、障がい者を雇施するにはどあよ
うにしたらヽいo、

=た
雰育 ,教育施設における障がtヽ者の方の働

き方や現場の変化について写真等をまじえながら、障がい者の方に
も活躍していただける社会について考えます。

町田市民ホエ
・
ル !階

〒194戸00盟

言青日市

重
新
喜

森野支差点
町

田

釈

町 田駅

WO原艮末―ル

会場

お問い合わせ
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14:00～ 16:30

置子露触城陣がしれ着雇魔企業連絡会

冒

編

Ｊ

第 1部

短時間雇用プロジェクトの

実施状況と特定短時間労働について

2001年クレジッ トカー ド会社に入社。

コ…ルセンター管理運営、経理、シ

ステム関連業務に従事。

2009年川崎市役所入庁。

ホームレス自立支援、生活困窮者自

立支援、障害者雇用。就労支援を担当。

2023年から現職。

第 2部

障がいのある方へのキャリア支援
～職場体験の充実とジョブマッチング～

講師藤本 英理子氏
社会福祉法人つるかわ学園

町田市障がい者就労・生活支援センター リんく

センター長

-6-

講師平井 恭順氏

障害者と働くことがもたらす
職場の「気づき」

講師北野 嘉信氏
川崎市健康福祉局障害計画課  課長 株式会社北野書店 代表取締役

1947年設立、創業 76年 目を迎え

た地域密着型の書店を、川崎市幸

区の鹿島田駅前で経営。

1障害者雇用にも積極的に取り組ん
下ィ でぉり、平成 29年度から、川崎市

が行う短時間雇用プロジェクトに

も参画。

現在、NPO法人ダイバーンティサ
ポートかゎさき理事、川崎商工会

議所議員。

*
拳■

町田地域

障がい者雇用企業連絡会

講演内容
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連絡会の主な活動内容

・コミュニティ形成
e t B障がい著雇用に関する企業や団体や行政との「仲間づくりJを推進します

。
情 ‖服 1尾  1隣・・・ご要望や課題に応じた障がい者雇用関係の各種情報提供を行し1ます
・各種ご相談調整・…当連絡会のネットワークを通じて相談先とご希望者とのマッチングを行います

D語
演会・情報交換会の開催・― 障がい者雇用に関する情報変換や交流を目的とした

情報交換会を定期的に開催いたします

ハ |
a h

申込み 会場

申込締切日 :2023年 8月 10日 (木)町田市民ホール 1階 第 4会議室
'

参 加 定 員 :50名 定員達し次第受付終了 〒194i0022東京都町田市森野 2日2工36

参 加 費 :刊 ,000円
申込み URL
hHpsノ/formsigie/XBHGDVd5,p5MSrnq9

右記のQRコ ード
を読み取りど登録

ください。

町田地域障がい者雇用企業連絡会・事務局

事務局設置場所 (株式会社障碍社内)

〒194‐0013東京都町田市原町田牛18‐ 6‐101
TEL:042‐ 850‐91 41  FAX:042‐ 850‐9142

MAlL:fujКa@machida‐ kigyonet.,p(藤 田)

町田地域

障がい者雇用企業連絡会
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領収データ‐ウォーカデヽ シテイ。国際シンポジウム2023

発行日 2023年 6月 27日

公明党

合計 ¥4,000

但 し シンポジウム視聴券

注文日 2023年6月 27日

激 番号 21477151

主催者 ソトノノくI sotonOba(ソ トノパ)

イベント名 ウォーカブルシディ・国際シンポジウム2023

み声ο歩

賭

霊〉p塩鶴七iX
議集垂― 奉
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錘 このイベントのチケットを持っています二

6月 ウオーカブルシティ 。国際シンポジウム2023
30 (金)13:001東京都千代田区丸の内2丁自5-2三菱ビル10F I Byン トノパ お気に入り

白

焔

∪

薗 日時

2023/86′ 30(金 )
13:00‐ 17:30 JST

カレンダーに追加

舎 場所

コンフアレシススクエア M+ιデランド
東京都千代田区丸の内2丁目5-2三菱ビル10F日本
的 岡弁 甲る

出 チケット

(会場参加)シンポジウム入場券
¥3′ 000受付終了

(会場参加)シンポジウム入場券十交流会参加券
Y5′ 000

(オンライン)シンポジウ軸 券

Waikable Citv lnternationai Symposiur=I JAPAN2023:
近年、ウォーカプリレを取り巻く様々な政策や取リー組みが、全国各地で見られています。さら
に、2020年9月には、都市再生特別措置法が改正され、日本国内で「居心地が良く歩きたく
なるまちなか」が進められるようになり、新たな都市再生の一つの概念として定着しつつあ
ります。

一般社団法人ソトノノくは、2023年 6月 30日 (金)に、日本における「ウォーカブルシティの
姿」を考えゃ機会として、ウ身―カプルシティの国際的提唱者であるジエフ・スペック氏
(JPr spork】 f々=しめ、行政。実践者。有識者等が一堂に会した「ウォーカブルシティ・
国際シンポジウム2023」 を開催します。

なんと今回、ジェフ・スペック氏は初来日。.アメリカで議論、実践されているウォーカプル
シテイとはどんなものなのか ?

そして、いま日本で注目されるウォーカブル施策、公民でウォーカブルシティに取り組むた
めの実践とその可能性など、今気になるところを議論していきたしヽと思います。
ご関心の方は、是非ど参加ください。

Keynote SPeach:ジ ェフ・スペックが語る快適で楽しい歩行空間
"】ettF Speck on the cOrnfortabie and lnteresting W占 :kE
ウォーカブルシティを国際的に提唱している書田市計画家である」eF Speck氏を招待し、
Keynote Speachを 行います。アメリカで進めているウォーカブルシティは、どのようなも
のなのか ?ジェフ・スペック氏に日本のまちはどのように映っているのか ?様々な話題と共
にお届けします。

尉廷走韻日限12023/07/ol 13:00:Oo
※コンピ三/ATMで のお支払いは、2023/86′ 30で締め切られます。

e l,ityゥォーヵプザレンティ・目瞭シンポジウム
Onat ttympasiu:YB JAPAN 2023

荘
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―]er speck(Speck gt Associates LLC)

都市計画家・作家として、ゥォーヵブルシティの国際的な提唱者。2003年から20o7年まで
全米芸術基金のデザイン担当ディレクターとして、Mayorゴ Insutute on city Designを 主
宰、Governorゴ Instttute on community Designを設立した。連邦政府から任命される以
前は、三ューアーパ三ズムの中心的々在であるDPZ tt Co.の都市計画ディレクターとしてlo

年間を過ごした。2097年からは、主にアメリカの書「市を対象に、受賞歴のある民間デザィン
コンサルタント会社、Speck&Associatesを 率いている。
アンドレス・デュアニー、ェリザベス・プラター=ザイパニクとの共著『Suburban
Natton』 は、ゥォール・ストリート・ジャーナル紙で「都市主義者のパイプ)レ」と評され
る。『Walkable Cky』 (2012年出版)は、過去10年間で最も売れた都市計画書であり、8
カ国語に翻訳されている。また、『The smart Growth Manua凹 『walkable Ciw
Rules』 の著者でもある。

Event Summa呼 |イベント概要 :

日時:2023年 6月 30日 (金)13:00～ 17:と0(開場 :12:30)
会場 !コンフアレンススクエアM十 グランド 〒100-Ooo5東京都千代田区丸の内2丁目
5-2三菱ピル10'
※′ヽイフ|リッド開催              _

メヽす象 :どなたでもご参加いただけます

定員 :会場9o名/オンライン500名
主催 :一般社団法人ソトノパ
上L催 :PIacemaking]apan

協力 :=般社団法人 大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会
三菱地所株式会社

NPO法人 大丸有エリアマネジメント協会
助成 :国土交通省・官民連携まちなか再生推進事業/大林財団
申込 :当 Peattxよ りお申し込みください。

※オン夢インチケットをご購入の皆様へは、PeaHxメ ッセージにて視聴URLをご連絡させて
いただいております。イベント開始時までにPeauxメ ッセージをご確認ください。

参加買 :

日 (会場参加)シラボジゥム入場券
一般 :3′ 000円

ソトノノぐ割 :2,000円

日 (会場参加)シンポジウム入場券+交流会参加券
――般 :5′000円

ツトノパ割 :4r000円

日 (オンライン参加)シンポジウム視聴券
一般 :4′000円

ソトノブく割 :3,000円

※券種問わず、お申し込みいただいた方にはシンポジウム見逃し配信のURLをお送りいだし
ますI(コンテンツ調整中/イベント終了後、楽傭が整い次第)
※ソトノノ轄」の割弓|コードはソトノノぐコミュニティ会員に共有致します。

Program lプログラム :
日13:00～

くOPEN=NG>
・泉山 塁威 (日本大学理工学部建築学科准教授/一般社回法人ソ
Piacemaking]apan)

-10-
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H13こと0～

くKev団Ote Speach>

『】ettF Speck on the comfortable and lnteresting walk
‐ジェフ・スベックが語る、快遺で楽しい歩行空間

=』

・」ett Speck (Walkable city RuieS蓬青旨/Speck&Associates LLC)

くQ&A>
・泉山 塁威 (日本大学理工学部建築学科准教授/一般社団法人ソトノパ共同代表理事/
Piacemaking」 apan)

・長谷川 千紘 (一般社団法人ツトノパ)

※Q&A事前募集を行つております (httpsI〃 sotOnOba.piace/2023walkablecity)

H14:20～

<SeSsioni>
『日本のウオーカプル手法の現状と可能性』
・太田裕之 (国土交通省都市局衝路交通施設課〕      I
・大藪 善久 (SOCIinc,代表)
。三浦 詩乃 (一般社団法人ス Ⅲリートライフ・メイカーズ代表理事/東京大学客員連携研
究員)

・宋 俊換  (山口大学 准教授)

日lS:35～

くSession2>

『ウオーカブルシティに向けた公民連携と経済性』
。大原 大志 (三菱地所株式会社/工般社団法人 大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協
議会)

・笠井 信行 (安田不ヽ動産 開発第一部長)
・西村 亮彦 (国士舘大学 I軍T学部准教授〕
・田遷 拝里子 (株式会社オンデザインパートナーズ/Placemattng]apan〕
・西田 司  (株式会社オンデザインパートナーズ代表)

■16:50～

<Special sesslon>

『日本のウオーカビウチィの戦略と評価』
・」er speck(Speckよ Associates LLC)
・泉山 塁威 (日本大学理手学部建築学科准覇【授/一般社団法人ツトノパ共同代表理事/
PIacemaking 3apan)

・三浦 詩乃 (下般社団法人ストリートライフ・メイカーズ代表理事/東京大学客員連携研
究員)

・西村 亮彦 (国士舘大学理T学部准教授)
・宋俊換 (山口大学大学院創成科学研究科/准教痰)
・西田耳 (株式会社オンデザインパートナーズ代表)

日17:30～

<― >
・ケータリングをご用意しております。

騨eaSe nOte the fo!!。 wing iう主罵藩算項 E
・申込後のキヤンセル・変更等はできません。
・開催中の参加者による録き、録画、スクリーンショットの撮影は禁止とさせていただきま
す。

・スケジュージレは予告なく変更する場合がございます。
・プログラム進行の妨げや、参加者の迷惑になると主催者が判断するような言動があった場
合は、強制で退出頂く可能性がございます。
・お申し込みいただいた情報は今後ツトノ′くからのイベントの連絡などに禾lJ用させていただ
く可能性がございますのでご了承の上、お申し込みください。
。本事業は国土交通省、官民連携まちなか再生推進事業、普及啓発事業の採択を受けて実施
します。

-11-
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領収データ‐第■54回ま右づくり懇話会 I都市計画情報の利活用とまちづくりDX

発行日 2024年 2月 6日

宛名 公明党

合計 ¥2,000

但 し 参加費

注文日 2023年 11月 8日

注文番号 23225516

主催者 日本都市計画学会 (日本都市計画学会)

イベント名 第154回まちづくり懇話会 1都市計画情報の利活用とまちづくりD×

C〉 P韓おtix
編纂韓=ド

-12-



2024/03/1316:11

事業委員会

委員長挨拶

委員名簿

イベンド履歴

まちづくり拝見研修会開催

のご案内

第45回現地見学会開催の

ご案内

第47回都市計画セミナー

(オンライン)開催のご案
内

第155回 まちづくり懇話会

(ハイブリッド)開催のご
案内

第154回まちづくり懇話会 (八イプリッド)開催のご案内 1事業委員会 1公益社団法人 日本都市計画学会
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委員会  墓寒委員余  第ユ54回まちづくり懇議会 (ハイプリッド)開催のご案内

第154回まちづくり懇話会 (ハイプリッド)開
催のご案内

都市計画情報の利活用とまちづくりDX

従来から都市計画・まちづくりの分野では、都市の現況を幅広く調査し、将来像を展望し

た上で、都市計画決定をはじめとする様々な施策展開が図られてきました。今後、これら

の豊富な情報をデータ化・オ…プン化し、他分野とあ連携を図りながら、その利活用を広

げていくことが求められています。

そして近年は、豊かで多様な暮らし方を支える「人間中心のまちづくりこの実現に向け、

データ収集・分析技術の活用、3D都市モデルProject Pと ATEAUの整備、都市交通シミュレ

=シ
ョンの高度化など、デジタル技術を用いたまちづくりのDX化が進められています。

今回のまちづくり懇話会では、こうしたまちづくりにおけるDXやデータ利活用に関する国

土交通省の取組について説明し、併せて最新のパィソントリップ調査の結果についてもご

紹介頂く予定です。

是非、ご参加ください。

こ辞謗

■主 催 :公益社団法よ―日
李蔓声
計画学会

■開催方法 :ハイプリッド開警
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2024/03/1316111 第154回まちづくり懇話会 (八イプリッド)開催のご案内 1事業委員会 1公益社団法人日本都市計画学会

[会場参加] 3X3Lab Future[東 京都千代田区大手町〕(定員30名、先着順)

[オンライン参加〕ZOOMウ エビナーによるLive配信 (定員300名 )
※接続方法などにつきましては申込み頂いた方に別途お伝えいたします。

・爾聟屠塗命暴義gほF爛  (ゃ蒲盤1郷 00円 lを会場と下,車払い
頂きます。                                "
※見逃し配信を致します。当日、ご都合により参加頂けない場合でも、後日視聴頂けま

す (ご利用には事前参加申し込みが必要です)。

■お申込み方法 I  Peadxサイトょりお申込み・参加資のお支払いをお願ぃ致します。
※お申込みにはPeatixの会員登録が必要となります。

※チケットはお一人様につき■枚をお申込みください。

※請求書でのお支払いやインボイス制度対応の領収書が必要な場合、5名以上のお申込

み等については下記までお問合せください。

■お問い合わせ :

日本都市計画学会まちづくり懇話会係

TEL 03-3261‐ 5407/E― Mail cp町‐cOnwakaitatICp可 .0「jp               ′

※[at〕は@に置き換えて下さい

講師ご紹介

新屋千樹/しんや 。かずしげ (国土交通省都市局都市計画調査室長)

バナー広告

広告及びリンク先の内容等に関する
責任は、

広告主に帰属します。

バナー広告募集についてはこ
ちら

■歩工葉書1く奪基学ゝ 斎すい黛疑とて攀誅準ミ,

透幾拳金冷せ    プサイバンーボリシー    サ=トマンブ

copy市ght(c,1997‐ 2024 The City,tanning instttute of」 apan,Ali Rights Re,eⅣ ed・

https:/Aば hⅣrcpii.criprOOm/proi′ g154.htnll

-14-
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とγうす

領収データ山第47回都市計画セミナー |まちづくりGX―気候変動対応、生物多様性確保、
wel卜being向■の観点から持続可能な都市計画。まちづくりを考える

|  : 発行日 2024年 2月 6日

公明党

合計 ¥87000

但 し 参加費

注文日 2024年 2月 6日

注文番号 24341731

主催者 日本都市計画学会 (日本都市計画学会 )

イベント名 第47回者[市計画セミナー |まちづくりGX一 気候変動対応、生物多様性確保、welト
being向上の観点から持続可能な都市計画・まちづくりを考える

宛名

OPttatix
鰈澪とす番 縛羹弩…ぷ

-15-



加速する気候変動や生物多様性の損失など現在進行形
の地球規模の危1幾への対応とともに、Weli―Being向

上啓ど、経済成長だけではないこれからの幸福をめざ
す社会への転換に対しては、人口。資産・産業等が集積
する都市が率先して取り組むことが求められています。

企業や金融の活動においては、ESG投資や企業による
気候関連 /自然関連財務1青報F汗写示(TCFD/TNFD)が世界

的な広がりをみせるなど、環境分野における民間投資
の動きも変化しています。

国土交通省による「まちづくり GX(グリーン・トランス
フォーメーション)Jの制度検討は、このような状況下に
おいて、書藤市計画制度小委員会での議論を受け行われ

ています。

今回の都市計画セミナーでは、気候変動対応1生物多
―
様性確保、well― being向上の観点から、まちづくりGX
に関する最新動向や善分野。地域・企業での取組みの紹 !

介を通して、持続可能な都市計画・まちづくりの方向

性を展翼します。                 |

【お問い合わせ】公益社団法人囲本都市計画学会者B市計画セミナ=郭盈
~

Tel.03‐ 3261‐5407/E‐ mail,semina「47@cPぃ o「,jp

テーマ

■第1日目 12024年2月 6日 (火)13:00～ 16:10
1まちづくりGXの掘要と歳義/世界の鶏流・日本の励向
!国土交通省で制度化の検討が進む「まちづくり GX」 の概要や背景、!

キーワードとなる気候変動通応、生物多様性確保、wenibdng向上
―に関する世界の潮流や国内の動向の観点から大きな流れを備:敢。 

―

E第2日目 12o24年崩 9日 (金)13:00～ 17:10
奮ちづくりGXと経済/都市開発と企業の取協み
!企業活動や金融分野でも持続可能性に配慮した動きが力βttL脱炭素、|

生物多様性、wellibdngを中心にした最新動向とともに、民間事業

:書による書F市開発の先進事例を通して、企業が未来の都市づくりに:

|どのように貢献しようとしているかを紹介。

.と第3日目12024年2月 14由 (水)13:06～ 17:00
=交通政策とインフラ改善/都市のエネルギー利用の効率化/
律島拳れΠとコミユニティ/都市におけるwet卜being
f苓ちづくりGX」 を実現するために必要な様 な々取纏に焦点をあて
る。緑地の確保

=と
幸に、交通政策,ィンフラ整備・エイ、)レギー問題■

1住民参加によるアプローチなど、持続可能な未来の都市計画。まち
づくりのための方向性を模索.                

―

オンライン開催 (ZOOMウェビナーによる百ve配信 )
※接続方法などにつきましてはお申込み頂いた方に別途お伝えいたします。
※オンデマンド配信 (見逃し配信)を致します。ご都合により参加頂けない場合でも、後国視聴が
可能です。ただし、事前参加申し込み (視聴希望日分のチケット購入)が必要です。

原則、Peejxサイトからのお申し込み ,参力a費のお支払いをお願い致します。
請求書払いを希望される方 tよ、下記 URL内の参加申込フォームよりお申込み下さい。

置目璽爺選評鍾1瑞穐
「
疑菫摯豊善壽島
学生■ゃ∞円

※学生の 1日参加の料金設定はございません。3日間共通券をご購入下さい。

■ ■

Peatixサイト



第47回者F市計画セミナニ

まちづくりGX
13:00-13105

13:05-13:50

13:50-14:40

14:40-15:25

15:25-16:10

開会挨拶 (趣旨説明)

古澤 達也 (日本都市計画学会 常務理事 (事業委員長))

まちづくりGXについて

菊地 雅彦(国土交通省 大臣官房技術審議官(都市局担当))

これからの都市。まちづくりを考える視点

横張 真(東京大学 教授 )

都市行政におけるカーボンニュートラルの推進

市サ|1智秀(国土交通省 都市局都市政策課 都市環境政策室長)

ネイチャエポジティフ経済の実現に向けた政府の取組み

浜島 直子(環境省 自然環境局自然環境計画課 生物多様性主流化室長)

第1日目2/6[火 ]

13:00-14:00

14:00‐ 14:30

14:30-15:00

15100-15:30

15:40-16:10

16:10-16:40

16:40-17:10

TNFD開示枠組と今後の展開

原口 真(MSS(ADインターリスク総研株式会社)

気候対策とネイチャニポジティプを先取りする衛への転換と認証制度の活用

平松 宏城(株式会社ヴォンエルフ、株式会社 Arc]apan)

サステナブルファイナンスに係る金融庁の取組

_西 田勇樹(金融庁 総合政策局総合政策課サステナブルフアイナシス推進室)
金融機関から見る環境配慮対応・weli― being対応の動向

室岡J朗 (株式会社価値総合研究所)

広域渋谷圏の者,市開発事業におけるネイチや一ポジティブヘの貢献

松本 恵(東急不動産本一ルディングス株式会社)

社有地における緑地の創出による地域貢献の意義と効果

鈴木 由香(大日本印刷株式会社サステナビリティ推進委員会事務局)

Greenと Weliness―麻布台ヒルズにおける新たな試み

清水 陽―朗 (森ビル株式会社都市開発本部)

13:00-13:30

13130-14:00

14:00-14:30

14:30-15:00

15110-15:40

15:40… 16:10

16:10-16:55

歩行者中心の地区交通と公共空間の再編によるまちづくりGX
高松 誠治(スペースシンタックス・ジャパン株式会社)

グリーンインフラ推進戦略2023

清水 充(国土交通省総合政策局環境政策課長)

札幌都心のエネルギー施策

菅原 歩積(札幌市まちづくり政策局者肋いまちづくり推進室)

地域との共創によるカーボンニュートラルなまちづくリーエネルギー事業者の立場から

清田修(東京ガス株式会社企画部エネルギー公共グループ)

東京都における「農の風景育成地区」と「緑農住」まちづくりの取組み

菅原 淳子(東京都都市整備局都市づくり政策部緑地景観課長)

市民協働による都市の生物多様性・樹木管理 DX
藤木 庄五郎(株式会社パイォーム代表取締役)

都市の緑とwell―being

岩崎寛(千葉大学教授)  _17

第3日目2/141水 ]

※やむを得ない事由により、内容・講師等が変更になる場合がございます。
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領収データ T第15手回まちづくり懇話会 1札幌市のリーディングプロジェクト「新きつぽ
ろ」の再構築～再生の構想、民間活力による実現～

2024年3月 13日

公明党

¥27000

参加費

2024年3月 13日

24821770

日本都市計画学会 (日本都市計画学会 )

第155回まちづくり懇話会 1札幌市のリーディングプロジェクト「新さつぱろ」の再
構築 ～再生の構想、民間活力による実現～

●

鱒犀rする 編鑢逓―ド
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2024/03/η 316:11

事業委員会

委員長挨拶

委員名簿

イベント履歴

まちづくり拝見研修会開催

のご案内

第45回現地見学会開催の

ご案内

第47回都市計画セミナー

(オンライン)開催のご案
内

第155回 まちづくり悪諾会

(ハイブリッド)開催のご
案内

Cこ
>藝

ン
如ヽ主

らお話を何い、官民連携の開

第155回まちづくり懇話会 (八イプリッド)開催のご案内 1事業委員会 1公益社団法人 日本都市計画学会

学
会
嚢
羹

て
ベ
シ
詳

套
羹
瞼
度
機
ン
予
シ
フ

鶴
樽
物

こ争滲
ど妻

ミ員

一
　

ヽヽヽ
一工
　

洋・　

　

↓
イ
　

一
予
　

一（

ィ
、　
　
　
■
　
　
　
●
、　
　
　
一　
　
　
一ン

1,

蛉    澪

チ    馬

全     :ン

寺     ,

= :   
ぐ

α 瞼翁
器
≧
聾
亀

鶏
≧O融敵

素量念  墓業姦員会  第155回まちづくり懇話会 (ハイプリッド)開催のご果内

第155回まちづくり懇話会 (ハイプリッド)開
催のご案内

札幌市のリーディングプロジェクト「新さっぽ

ろ」の再構築～再生の構想、民間活力による

実現～

写真提供 : 雲 鶏 :林広】月 (ロココプロデュース)

新さっぽろは、JRと 地下鉄なrが乗り入れる交通結節点であり、札幌市の副都心として
1970年代から公共施設や商業施

~設

の集積が行われてきた核となる拠点です。その新さっぽ

ろの再構築を目指し、駅前の市営住宅跡地について、民間事業者から幅広い開発提案を募

り、官民協働のまちづくりを進めてきたところです。

大和ハウスエ業株式会社を代表事業者とした提案が最優秀案となり、「商業、ホ■ル、手

防医療・地
'F口

克医療、タヮーマンション、子育て、産学連携、教育の7つの成長エンジン」を

コンセプトとする事業がスタートしました。G街区に大学や専門学校などの教育施設、1街

区に医療施設4棟、分譲マンション、ホテル、商業施設、共用駐車場を開発し、コンパクト

&スマートシティをめざした駅前拠点再生のモデルとなりうる大規模複合プロジェクトで
す。「マエルク新さ?ばろ」という名称が決まり2023年 12月 に全ての施設が完成し、まち
ぴらきを迎えました。またエリアマネジメント組織を立ち上げ、地)或連携型の賑わい創出

や其用部9美化事業などパブリックスペースを活かしたまちづくりを行い、ガスコジェネ
のエネルギーセンターではAIを活用したCEMSによリ イに撃芽率■フ早+→メIサト孝士Aく h
を目指しています。                 会     お    ｀
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2024/03/1316:11

都市計画部事業推進課計画係奮

第155回まちづくり懇話会 (八イプリッド)開催のご案内 1事業委員会 1公益社団法人 日本都市計画学会

皆様、是非ご参加ください。

2024年3月 15口 I金118:00～20:00

■主 催 :公益社団法人 日本都市計画学会
■開催方法 :ハイブリッド開催

[会場参加〕日本都市計画学会事務局会議室 :東京都千代田区二番町10-番町ウエストビ
ル6階](定員10名、先着順)

[オンライン参加]ZOOMウ ェビナーによるLive配信 (定員300名 )
※讐続方法などにつきましては申込み頂いた方に別途お伝えいたします

`■参加費 :会員 1,500円 /ど
静焉B迎凹日ノ 学生500円 (税込)

※見逃し配信を致します。当日、ゴ都合により参加頂けない場合でも、後日視聴頂けま
す (ご利用には事前参加申し込みが必要です)。

■お申込み方法:  Peadxサイトよりお申込み・参加費のお支払いをお願い致しますど
※お申込みにはPeatixの会員登録が必要となります。

※チケットはお一人様につき■枚をお申込みください。

※請求書 (イ ンポイス制度対応)でのお支払いを希望される場合や、 5名以上のお申込
み等についてlよ下記までお問合せください。

※インポイス制度対応の領収書が必要な方は、Peadxに てチケット購入時に表示される

フォーム内にて、領収書の夕宅名等をご記載ください。後日、日本都市計画学会事務局より

メールにて領収書をお送りいたします。

日CPDについて:本イベントは都市計画CPD認定プログラムですと受講証日月書は「会場参
加」または「日ve視聴」、「オンデマンド視聴 (見逃し配信)」 を明記し、発行します。
なお(「見渉し配信」による視聴については、都市計画cPDの単位付与は事務局では行い
ませんcご自身でご登録下さい。
■お問い合わせ :

日本都市計画学会 まちづくり懇話会係

TEL 03‐ 3261‐ 5407/E‐ Mail cpl‐ cOnwakal[atiCPむ 。Onip

※[atlは@に置き換えて下さい

講師ご紹介
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領 収

　

様

垂
日

添〈 て

¥2,000T

但し、令和 5年度 月ヽ田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会費として

(＼
´́

費群
デ年 √ 月 女 日  上記の金額、正に領収いたしました

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

会 長 中村 昌

~ … ~~~下   | ~ ~



各れ5年度

小W急多摩鯨疑伸をに建する義員建盟

総  各

買 時   谷釉 5年 5月 26臀 (金)

午後3時 30分から

会 場  町瞬市民ホール 第4会議室
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領 収 書 等 貼 付 用 紙
研修口研究専会議費 頁小計 /例ρ′円 備考

γγθ/

領 収  証 NO.48

小野寺 まなおミ 様 2023年 5月  16日

但 町田地域障がしヽ者雇用企業連絡会 勉強会参加費として
上記正に領収いたしました。

讐暴普∵
障がい者雇用企業連絡会

(事務局設置場所)

爾秘朝馴F4-憎
-6-綱
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阿田地域障がい著雇用企業連絡会
（
〓

2023年
14:00
～ 16 ●

● 00

第 1部

保育・教育施設における
障がい者雇用

～ 障がい者雇用を通じた
インクルーシブ社会の実践 ～

齋藤 祐善氏
学校法人正和学園 理事長

第 2部

助成金制度
(含む、直近の障害者雇用促進法改正)

ハロ…ワ…ク町田 (助成金担当)

齋藤描善氏プロフィール

1973年生まれ。保育園副園

長、社会福祉法人理事、町田

市議会議員などを経て学校法

人正和学園理事長に就任。

(正不日学国創立より82年。4

代目)2児 (双子)の父。
元全国私立保育草甲国際委

員、元町田市社会福祉協議会

理事など。

現在ほかに、社会福祉法人芳

美会理事長、一般壮団法人東

京都民間保育園協会青年委員、全国認定こども国協会次世代リー

ダー委員、全国小規模保育協議会東京チャプター長、一般牡団法人
こどもDX推進協会顧問など。

【セミナー概要】

2023年度障がい者法定雇用率は2,7%(段階的な引き上げのため
2023年度は現状維持)となる中で、障がい者雇用について考える保
育・教育施設も多いと思います。

なぜ障がい者雇用をはじめたのか、障がい者を雇用するにはどのよ
うにしたらヽ ぃか、また保育・教育施設における時がい者の方あ働
き方や現場の変化にういて写真等をまじえながら、障がい者の方に
■活躍していただける社会について考えます。

言青目市

参

込締切日 : 2023年 5月 9日 (火 )
30名参

費 000円

町田地域障がい者雇用企業連絡会 事務局
事務局設置場所 :株式会社障碍社

〒194-0013東京都町田市原町田牛18‐6

TEL:042-850…9141  FAX:042-850‐9142

wAIL:匈 ha@ShOgaisha.coJp

軍群課 峯艦轟翻鍵.力口

毒 :躍萬ル

種 交空童
町

田

駅

町 田

至績浜ヽ

U〕 ll原民h― ),

会場

お問い合わせ

24-



領 収 書 等 貼 付 用 紙

γγ∂乙

研修・研究・会議費 買小計 円支 備考

領 収

　

様

垂
日

ガI跨ξ♂↑がご

¥2,000-

但し、令和 5年度 だヽ田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会費として

牌 年ど 月力 日  上記の金額、正に領収いたしました
小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

会 長 中村 昌
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各待 5年度

小口筵多摩線筵伸を促走する義頁建盟

籠
‐
会

同 時  谷
～
5年 5月 26口 (参)

午後 3時 30分から

会、場  町口市泉ホエ″ 第4会義室

-26-



研修 E研究・会議費 頁小計
ェrθ 9 D  円 備考

領 収 書 等 貼 付 用 紙

折77

領 収 圭
日

崩 ク ヤ

¥2,000-

但し、令和 5年度 河ヽ田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会費として

β浄
ゲ午 ど 月テ

｀ 日  上記の金額、正に領収いたしました

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

会 長 中村 昌

-27-



,

谷
～
5年度

小口鯰多摩鰊筵伸を促とする議員建盟
´
総  会

目 時  谷恭巧年 5月 26日 (金)

午後 3時 3.0分から

会、場  町口市民ホエル 第4会義室

…28-



1開 会

2 会長あいさつ

3 議長選出

4議 案

議案第 1号

議案第 2号

議案第 3号

議案第 4号

議案第も号

議案第 6号

総 会 久 第

活動報告

収支報告及び会計監査報告

(案)

活動計画 (案 )

収支予算 (案 )

令和 4年度

令和 4年度

役員の選任

令和 5年度

令和 5年度

決議 (案 )

5 来賓あいさつ及び紹介

6 閉
~会

-29-



議案第 1号

令和 4年度 活動報告

月  日 活 動 内 容 備 考

5月 26日

総 会
・令和 3年度 活動報告
。令和 3年度 収支報告及び会計監査報告
・小由急多摩線延伸を促進する議員連盟会則の

一部を改正する会則 (改正案)
・役員の改選 (案)
。令和4年度 活動計画 (案 )
・令和4年度 収支予算 (案 )
。決議 (案 )

8月 22日
第 1回役員会
・総会の結果について

・本年度の活動について

11月 7日 要望活動 (国土交通省)

11月 8日 要望活動 (神奈川県)

11月 14日 要望活動 (東京都、小田急電鉄い)

11月 21日

研修会
・神奈川東部方面線の事業概要

及び都市鉄道利便増進事業について

(講師 :国土交通省鉄道局都市鉄道政策課長)

※会場参加とオンライン

参加の併用型

(対象者限定)

H
YouTube QRコ ード

1月 26日

第 2回役員会
。令和 4年度 活動報告
。令和 4年度 収支決算見込み     .
・令和 5年度1活動計画 (案)及び収支予算 (案 )
・令和 5年度 総会について

-1-

-30-



科    目 予 算 額
(A),

収 入 済 額
(B)

増 減 額
(B― A)

摘    要

1会   費 226,000 226,000 0 2,090円 X l13人

2繰 越 金 334,939 334,939 0

3諸 収 入 61 3 △  58 預金利子

計 561,000 560 942 △  58

<収 入 >

<支 出 >

< 差 BI >

(収入済額)

560,942円

(支出済額)

-190,235円

令和 4年度 収支報告

(次年度繰越額)

=370,707円

議案第 2号

(単位 :円 )

(単位 :円 )

- 2 -

-31-

科    目 予 算 額
(A)

支 出 済 額
(B)

残   額
(A― B)

摘   要

1事業推進費 513,000 159,116 353,884

110,000 30,192 79,808 総会、役員会 経費 等

403,000 128,924 274,076 要望活動、研修会 経費 等

2事 務 費 40,000 31,119 8,881 郵便料、事務用品購入費 等

3予 備 費 8,000 0 8,000

計 561,000 190,235 370,765



会 計監 査 報 告書

本議員連盟の令和4年度収支決算について、出納簿t証拠書類等を

監査したところ、適正に執行されていると認めます。

令不日ふ~年 字月/7日

小田急多摩線廷伸を促進する議員連盟

症 枠 とt/'｀

角ふ、
'1ヽ

′    ♂′

l丁1√イ」` 争躙
距れ

″珍兌灯 午し′

~監
査 刀了 野 弘

監 査 石 井 芳 隆

H
E

-3-
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議案第 3号

役員の選任 (案 )

小田急多摩線延仲を促進する議員連盟 会則 (抄)
(役 員)
第 5条

2 役員の任期は2年 とし、再任を妨げない。ただし、その職務は後任者の就任のとき
まで行うものとする。また、役員の任期中において選任に変更があった場合は、その

任期は前任者等の残任期間とする。

-4-

役  職 職  名 氏  名

副会長 清川村議会議員 城 所 英 樹

理 事 相模原市議会議長 古 内   明

理 事 相模原市議会議員 こさわ 隆 宏

監 査 相模原市議会議員 大 槻 和 弘

事務局 厚木市議会議員 田 口 孝 男

-33-



選任後の役員下覧 (案 )

- 5 -

-34-

役 職 職 名 氏 名

会 長 相模原市議会議員 中 村 昌 治

副会長 町田市議会議員 佐 藤 伸一郎

副会長 相模原市議会議員 大 沢 洋 子

副会長 厚木市議会議長 松 田 則 康

副会長 愛川町議会議長 渡 辺   基

冨L会長 清川村議会議員 城 所 英 樹

理 事 町田市議会議長 戸 塚 正 人

理 事 町田市議会議員 藤 田   学

理 事 町田市議会議員 山 下 てつや

理 事 町田市議会議員 佐 藤 和 彦

理 事 相模原市議会議長 古 内   明

理 事 相模原市議会議員 森   繁 之

理 事 相模原市議会議員 岡 本 浩 三

理 事 相模原市議会議員 こと立と』窒 宏

理 事 厚木市議会議員 川 口   仁

理 事 厚木市議会議員 栗 山 香代子

理 事 厚木市議会議員 井 上 敏 夫

理 事 愛川町議会議員 阿 部 隆 之

会 計 相模原市議会議員 西 家 克 己

監 査 相模原市議会議員 大 槻 和 弘

監 査 厚本市議会議員 石 井 芳 隆

事務局長 相模原市議会議員 渡 部 俊 明

事務局 町田市議会議員 三遊亭
―
らん丈

事務局 厚木市議会議員 田 口 孝 男

事務局 愛川町議会議員 岸 上 敦 子

事務局 清川村議会議員 藤 田 義 友



議案第 4号

令和 5年度 活動計画 (案 )

「小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会則」に基づき、次の活動を行う。

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会則 (抄 )

(事 業)
第3条 この会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
(1)小田急多摩線延伸事業の促進運動に関する情報交換と連携

(2)国都県及び関係機関に対する積極的な要望活動

(3)広報活動その他目的達成に必要な事業

-6-

令和 5年度 令和 4年度

実施時期 活動内容 実施状況

5月 9日 (火) 第1回役員会
8月 22日  (月 )
第 1回役員会

5月 26日 (金)
総 会

【町田市民ホール 第4会議室】

5月 26日 (木 )
総 会
I相模原市立産業会館】

5月～ 12月
要望活動

(国、都県、鉄道事業者)

11月 7日 (月 )
国土交通省

11月 8日 (火 )
神奈サ|1県

11月 14日 (月 )
東京都、小田急電鉄棚

1～ 2月 研修会等

11月 21日 (月 )
研修会
(神奈プ|1東部方面線の事業概要及び
都市鉄道利便増進事業について)
納 蜘

3月 下旬 第2回役員会
1月 26日 (木 )
第 2回役員会

-35-



科    目 本年度予算額
(A)

前年度予算額
(B)

増 減 額
(A― B)

摘   要

1会   費 222,000 226,000 △ 4,000 乳∞0円 X■状 t紡
2繰 越 金 370,707 334,939 35,768

3諸 収 入 298 61 232

計 593,000 561,000 32,000

< 収  入  >

<支 出 >

令和 5年度 収支予算 (案 )

- 7 -

-36-

議案第 5号

(単位 と円)

(単位 :円 )

科    目 本年度予算額
(A)

前年度予算額
(B)

増 減 額
(A― B)

摘   要

1事業推進費 530,000 513,000 17,000

110,000 110,000 0 総会、役員会 経費 等

420,000 403,000 17,000 要望活動、研修会 経費 等

2事 務 費 50,000 40,000 10,000 事務用品購入費 等

3予 備 費 13,000 8,000 5,000

計 593,000 561,000 32,000



議案第 6号

決 議 (案 )

小田急多摩線の延伸は、広域交通ネットワークの充実に資することはもとよ

り、首都圏南西評における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う

ものであり丁小田急線唐本田駅からJR横浜線相模原駅、 JR相模線上溝駅、

更には相模原市田名地区を経由し、愛川。厚木方面への延仲が期待されている。

交通政策審議会答申第 198号においては、本議員連盟の設立当初からの積
極的な活動が実を結び、唐木田駅から上溝駅までの延伸について、都心部との

アクセス利便性の向上が認められ、地域の成長に応じた鉄道ネットワークの充

実に資する意義のあるプロジェクトに選定されており、実現に向けた大きな一

歩を踏み出すことができたと認識している。

愛川・厚木方面への延伸について、上溝駅までの整備の進才′ノ牛を踏まえ、検討

することが適当とされていることから、まずは上溝駅までの整備を着実に実現

させることが重要である。

また、延伸の意義と同時に収支採算性等の課題が示されたことから、新駅が

想定される町田市小山田周辺及び相模総合補給廠一部返還地などの沿線におい

て、需要の創出に繋がる開発を積極的に推進していく必要がある。

延伸の実現に向け、町田市、相模原市が中心となり、関係者とともに検討の

深度化が進められていることから、本議員連盟としても延伸の実現に向け、最

大限の支援を行うとともに、今後も引き続き、粘り強く関係機関に積極的に働

きかけるなど、会員の総意をもって一丸となり、よりす層強力な活動を展開す

ることを決意するものである。

以上、決議する。

令和 5年 5月 26日

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

-8-
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議案第 6号 参考資料
(小田急電鉄、東京都、神奈川県)

小田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書 (案 )

平素から、公共交通網の整備や地域の発展につきましては、格別の御高配を

賜 り、心から感謝申し上げます。

小田急多摩線の延仲は、広城交通ネットワークの充実に資することはもとよ

り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担 う

ものであ り、小田急線唐木田駅からJR横浜線相模原駅、 JR相模線上溝駅、

更には相模原市田名地区を経由し、愛川・厚木方面への延伸が期待 されてお り

ます。

交通政策審議会答申第 198号 においては、本議員連盟の設立当初からの積
極的な活動が実を結び、唐木田駅から上溝駅までの延伸について、都心部 との

アクセス利便性の向上が認められ、地域の成長に応 じた鉄道ネットワークの充

実に資する意義のあるプロジェクトに選定 されてお り、実現に向けた大きな一

歩を踏み出すことができたと認識 してお ります。また、愛川 。厚木方面への延

仲 については、上溝駅までの整備の進子′ノキを踏まえ検討することが適当とされて

いることから、まずは上溝駅までの整備を着実に実現させることが重要であり

ます。

延伸の意義 と同時に示された収支採算性等の課題 を解決するため、町田市、

相模原市が中心 とな り、【要望先】をはじめとする関係者の皆様 とともに検討の

深度化が進められてお りますが、本議員連盟 としても、新駅が想定 される町田

市小山田周辺及び相模総合補給廠一部返還地などの延仲線沿線において、需要

の創出に繋がる開発 を推進するなど、会員の総意をもって一丸 とな り、よリー

層強力な取組を進めて参 る所存でございます。

つきましては、地域住民の切実なる願いを叶えるべ く、唐木田駅から上溝駅、

そして愛川 。厚木方面への延伸の実現に向け、特段の御配慮・御支援を賜 りま

すようお願い申し上 げます。

令和 5年   月

小田急多摩線延伸を促進す る議員連盟

会長 中村 昌治

-9-

-38-



議案第 6号 参考資料
(国土交通省 (本省))

小田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書 (案 )

平素から、公共交通網の整備や地域の発展につきましては、格別の御高配を

賜 り、心から感謝申し上げます。

月ヽ田急多摩線の延伸は、広域交通ネットワークの充実に資することはもとよ

り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担 う

ものであり、小閣急線唐木田駅からJR横浜線相模原駅、 デR相模線上溝駅、
更には相模原市田名地区を経由し、愛川・厚木方面への延仲が期待されており

ます。  1
交通政策審議会答申第 198号においては、本議員連盟の設立当初からの積
極的な活動が実を結び、唐本田駅から土溝駅までの延仲について、都心部との

アクセス利便性の向上が認められ、地域の成長に応じた鉄道ネットワークの充

実に資する意義のあるプロジェクトに選定されており、実現に向けた大きな下

歩を踏み出すことができたと認識しております。また、愛川・厚本方面への延

仲については、上溝駅までの整備の進捗を踏まえ検討することが適当とされて

いることから、まずは上溝駅までの整備を着実に実現させることが重要であり

ます。

延仲の意義と同時に示された収支採算性等の課題を解決するため、町田市、

相模原市が中心となり、関係者とともに検討の深度化が進められておりますが、

本議員連盟としても、新駅が想定される町田市小山田周辺及び相模総合補給廠

二部返還地などの延仲線沿線において、需要の創出に繋がる開発を推進するな

ど、会員の総意をもって一丸となり、よリー層強力な取組を進めて参る所存で

ございます。

つきましては、地域住民の切実なる願いを叶えるべく、唐木田駅から上溝駅、

そして愛川・厚木方面今の延仲の実現に向け、都市鉄道等利便増進法の事業ス

キームにおける黒字転換年数の緩和や補助財源の確保などの支援を講じていた

だきますようお願い申し上げます。

令和 5年  月  日

小田急多摩線延仲を促進する議員連盟

会長 中村 昌治

-10-
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議案第 6号 参考資料
(国土交通省 (関東運輸局))

小田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書 (案 )

平素から、公共交通網の整備や地域の発展につきましては、格別の御高配を

賜り、心から感謝申し上げます。

小田急多摩線の延伸は、広域交通ネットワークの充実に資することはもとよ

り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う

ものであり、小田急線唐木田駅からJR横浜線相模原駅、 JR相模線上溝駅、

更には相模原市田名地区を経由し、愛川・厚木方面への延伸が期待されており

ます。

交通政策審議会答申第 198号 においては、本議員連盟の設立当初からの積

極的な活動が実を結び、唐木田駅から上溝駅までの延仲について、都心部どの

アクセス利便性の向上が認められ、地域の成長に応じた鉄道ネットワァクの充

実に資する意義のあるプロジエクトに選定されており、実現に向けた大きな一

歩を踏み出すことができたと認識しております。また、愛川・厚本方面
への延

仲については、上溝駅までの整備の進才′ノ牛を踏まえ検討することが適当とされて

いることから、まずは上薄駅までの整備を着実に実現させることが重要であり

ます。

延伸の意義と同時に示された収支採算性等の課題を解決するため、町田市、

相模原市が中心となり、関東運輸局をはじめとする関係者の皆様とともに検討

の深度化が進められておりますが、本議員連盟としても、新駅が想定される町

田市小山田周辺及び相模総合補給廠一部返還地などの延伸線沿線において、需

要の創出に繋がる開発を推進するなど、会員の総意をもって一丸となり、より

一層強力な取組を進めて参る所存でございます。

つきましては、地域住民の切実なる願いを叶えるべくf唐木田駅から上溝駅、

そして愛川・厚本方面への延伸の実現に向け、都市鉄道等利便増進法の事業ス

キームにおける黒字転換年数の緩和や補助財源の確保などの支援を講じていた

だきますようお願い申し上げます。

令和 5年   月  日

小田急多摩線延伸を促進する議員運盟

会長 中村 昌治
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小田急多摩線延伸 を促進する議員連盟 会則

(名  称)            y  '
第 1条  この会は、「小田急多摩線延伸を促進する議員連盟」 という。

(目  的)
第 2条  この会は、関係市町村の議員の連携により、小田急多摩線の延伸

を促進 し、 もって近隣市町村の発展 と住民福祉の向上に寄与することを

目的とする。

(事 業 )
第 3条  この会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行 う。

(1)小 田急多摩線延伸事業の促進運動に関する情報交換 と連携

(2)国都県及び関係機関に対する積極的な要望活動

(3)広 報活動その他 目的達成に必要な事業

(組 織 )
第 4条  この会は、第 2条 の目的に賛同する関係市町村の議会議員をもっ

て構成する。  ヘ

(役  員 )
第 5条  この会に次の役員を置 く。

5名

若干名

1名

2名

1名

(7)事務局   4名
2 役員の任期は 2キ とし、再任を妨げないきただ し、その職務は後任者
の就任のときまで行 うものとす る。また、役員の任期中において選任に

変更があった場合は、その任期は前任者等の残任期間 とする。

3 会長は、会務を総括する。
4 副会長は、会長を補佐 し、会長が欠けたとき、又 は会長に事故がある

ときは、その職務 を代行す る。

5 監査 は、 この会の会計を監査す る。
6 事務局長は、会務 を掌理す る。
7 事務局は、事務局長を補佐す る。

(3)理 事
(4)会 計

1名長

長会

会

副

１

　

２

長

査

局務

監

事

５

　

６
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8 会長は、必要に応じて、会長代行を置くことができる。
(顧間、参与及び相談役)

第 6条  この会に顧関、参与及び相談役を置くことができる。
(事務局)

第 7条  この会に事務局を置く。
2 事務局は、会長の市町村に置く。
3 事務局は、第 3条 に規定する事業の企画、立案等に関する事務を処理
する。

(経 費)
第 8条  この会の経費は、会費その他の収入をもって充てる。
2 会費は年額 2,000円 とする。ただし、会長が必要と認める際は、増額
することができる。

0 この会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり翌年 3月 31日 に終る。
但し、平成 21年度においては、平成 21年 11月 4日 より翌年 3月 31日

までとする。          .
(補 則)
第 9条  この会則に定めるもののほか、必要な事項は別途協議して定める。
(円甘  貝J)

この会則は、平成 21年 11月 4日 から施行する。

(H寸   貝1)                           !

この会則は、平成 22年 5月 27日 から施行する。

(附 則)
この会則は、平成 24年 5月 23日 から施行する。

(闘は  貝lJ)~

この会則は、平成 26年 5月 15日 から施行する。

ぐ附一則)

この会則は、平成28年 5月 27日 から施行する。

(阿寸  員J)

この会員Jは、令和 4年 5月 、26日 から施行する。
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小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 顧間・参与名簿

役 職 職 名 氏 名 会 派

顧 問 衆議院議員 小 倉 籍 信 自由民主党・無所属の会

顧  問 衆議院議員 あかま 二 郎 自由民主党・無所属の会

顧  問 衆議院議員 後 藤 祐 下 立憲民主党・無所属

顧 問 衆議院議員 伊 藤 俊 輔 立憲民主党・無所属

顧  問 衆議院議員 中 山 展 宏 自由民主党・無所属の会

顧  間 衆議院議員 義 家 弘 介 自由民主党・無所属の会

顧  間 参議院議員 朝 日 健太郎 自由民主党

顧  間 参議院議員 生 稲 晃 子 自由民主党

顧 問 参議院議員 牧  山 ひろえ 立憲民主・社民

顧  問 参議院議員 松 沢 成 文 日本維新の会

顧  間 参議院議員 浅 尾 慶一郎 自由民主党

顧 問 参議院議員 三 原  じゅん子 自由民主党

顧  間 参議院議員 島 村   大 自由民主党

顧  問 参議院議員 佐々木 さやか 公明党

顧 間 参議院議員 三 浦 信 祐 公明党

顧  間 参議院議員 水 野 素 子 立憲民主・社民

顧  問 参議院議員 竹 内 真 二 公明党

参 与 東京都議会議員 こいそ   明 東京都議会自由民主党

参 与 東京都議会議員 小 磯 善 彦 都議会公明党

参 与 東京都議会議員 石 ナH 良 都民ファーストの会東京都議団

参 与 東京都議会議員 藤 井 あきら 都民ファーストの会東京都議団

参 与 東京都議会議員 星   大 輔 東京都議会自由民主党

参 与 神奈川県議会議員 佐々木 正 行 公明党神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 てらさき 雄 介 立憲民主党・かながわクラブ神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 河 本 文 雄 自由民主党神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 ほそや 政 幸 自由民主党神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 京 島 けいこ かながわ未来神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 山 口 美津夫 自由民主党神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 ′Jヽ 貴 久 かながわ未来神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 阿 部 将太郎 日本維新の会神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 さとう 知一 日本維新の会神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 佐 藤 けいすけ かながわ未来神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 難 波 竜4」 自由民主党神奈川県議会議員団



小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会員名簿

職 名 氏  名 会 派

町田市議会議長 戸 塚 正 人 まちだ市民クラブ

町田市議会副議長 いわせ 和 子 選ばれる町田をつくる会

町田市議会議員 吉 田 つとむ 無所属

町田市議会議員 佐 藤 仲一郎 自由民主党

町田市議会議員 藤 田   学 自由民主党

町田市議会議員 熊 沢  あやり 諸派

町田市議会議員 若 林 章 喜 選ばれる町田をつくる会

町田市議会議員 お く 栄 公明党

町田市議会議員 三遊亭 らん丈 自由民主党

町田市議会議員 山 下  てつや 公明党

町田市議会議員 松 岡 みゆき 無所属

町田市議会議員 佐 藤 和 彦 まちだ市民クラブ

町田市議会議員 白 川 哲 也 選ばれる町田をつくる会

町田市議会議員 森 本 せいや まちだ市民クラブ

町田市議会議員 石 川 好 忠 自由民主党

町田市議会議員 松 葉 ひろみ 公明党

町田市議会議員 おぜき 重太郎 諸派

町田市議会議員 小野寺 まなぶ 公明党

町田市議会議員 秋 田 しづか 諸派

町田市議会議員 加 藤 真 彦 自由民主党

町田市議会議員 中 川 幸太郎 諸派

相模原市議会議長 古 内   明 自由民主党相模原市議団

相模原市議会副議長 大 崎 秀 治 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 加 藤 明 徳 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 須 田   毅 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 大 沢 洋 子 立憲民主党

相模原市議会議員 中 村 昌 治 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 阿 部 善 博 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 栗 原   大 立憲民主党

相模原市議会議員 寺 田 弘 子 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 森   繁 之 民主みらい・無所属・地域政党さがみはら

相模原市議会議員 桜 井 はるな 立憲民主党

相模原市議会議員 西 家 克 己 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 関 根 雅吾郎 民主みらい 。無所属・地域政党さがみはら

相模原市議会議員 臼 井 貴 彦 立憲民主党
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職 名 氏 名 会 派

相模原市議会議員 鈴 木 秀 成 民主みらい 。無所属・地域政党さがみはら

相模原市議会議員 大 槻 和 弘 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 後 田 博 美 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 渡 部 俊 明 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 石 川   達 民主みらい・無所属・地域政党きがみはら

相模原市議会議員 南 波 秀 樹 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 羽生田   学 日本共産党相模原市議団

: 相模原市議会議員 鈴 木 晃 地 日本維新の会相模原市議団

相模原市議会議員 佐 藤 尚 史 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 岡 本 浩 三 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 秋 本   仁 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 大八木   聡 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 中 村 忠 辰 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 折 笠 正 治 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 三 須 城太郎 民主みらい 。無所属・地域政党さがみはら

相模原市議会議員 榎 本 揚 助 民主みらい 。無所属・地域政党さがみはら

相模原市議会議員 今 宮 ゆうき 日本共産党相模原市議団

相模原市議会議員 仁 科 なつ美 立憲民主党

相模原市議会議員 松 浦 千鶴子 民主みらい 。無所属・地域政党さがみはら

相模原市議会議員 田 崎   明 日本維新の会相模原市議国

相模原市議会議員 保  々 富美子 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 萩生田 康 治 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 山 口   恒 民主みらい 。無所属・地域政党さがみはら

相模原市議会議員 小 林  たかみち 無所属

相模原市議会議員 岩 井   大 日本維新の会相模原市議団

相模原市議会議員 こさわ 隆 宏 日本維新の会相模原市議団

相模原市議会議員 務 ,II  慧 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 谷 サII ヒロシ 民主みらい・無所属・地域政党さがみはら

相模原市議会議員 西 田 悠 人 自由民主党相模原市議団

厚木市議会議長 松 田 則 康 あつぎみらい

厚木市議会副議長 瀧 口 慎太郎 ネクストあつぎ

厚木市議会議員 石 井 芳 隆 きずな

厚木市議会議員 田 上 祥 子 公明党

厚木市議会議員 寺 岡 まゆみ 公明党

厚木市議会議員 川 口  仁 公明党

厚木市議会議員 神 子 雅 人 ネクストあつぎ
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職 名 氏 名 会  派

厚木市議会議員 栗 山 香代子 日本共産党

厚木市議会議員 名 切 文 梨 あつぎの会

厚木市議会議員 松 本 樹 影 きずな

厚木市議会議員 渡 辺 貞 雄 あつぎみらい

厚木市議会議員 井 上 敏 夫 あつぎの会

厚木市議会議員 遠 藤 浩 一 公明党

厚木市議会議員 新 井 啓 司 きずな

厚木市議会議員 高 橋   豊 ネクストあつぎ

厚木市議会議員 田 口 孝 男 ネクストあつぎ

厚木市議会議員 山 崎 由 枝 公明党

厚木市議会議員 高 橋 知 己 新政あつぎ

厚木市議会議員 望 月 真 実 新政あつぎ

厚木市議会議員 三 橋 文 男 ネクストあつぎ

厚木市議会議員 高 村 真 和 新政あつぎ

厚木市議会議員 池 田 博 英 日本共産党

厚木市議会議員 後 藤 由紀子 無会派

厚木市議会議員 奈 良 直 史 ネクストあつぎ

愛川町議会議長 渡 辺   基 無所属

愛川町議会副議長 木 下 員樹子 あすかみらい

愛川町議会議員 井 上 博 明 日本共産党愛川町議員団

愛川町議会議員 小 島 総一郎 あすかみらい

愛川町議会議員 小 林 敬 子 日本共産党愛川町議員団

愛川町議会議員 馬 場   司 令和あいかわ

愛川町議会議員 山 中 正 樹 あすかみらい

愛川町議会議員 井 出 一 己 公明党

愛川町議会議員 一佐 ・藤 茂 無所属

愛川町議会議員 佐 藤 り え 公明党

愛川町議会議員 玉 利   優 無所属

愛川町議会議員 鈴 木 信 一 日本共産党愛川町議員団

愛川町議会議員 岸 上 敦 子 公明党

愛川町議会議員 阿 部 隆 之 令和あいかわ

愛川町議会議員 茅   孝 之 令和あいかわ

清川村議会議長 細 野 洋 一 無所属

清川村議会副議長 山 本 雅 彦 無所属

清川村議会議員 藤 田 義 友 共産党

清川村議会議員 笹 原 和 織 無所属
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職 名 氏 名 会 派

清川村議会議員 城 所 英 樹 無所属

清川村議会議員 細 野 賢 一 無所属

清川村議会議員 落 合 美 和 無所属

清川村議会議員 小 林 大 介 無所属

,
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領 収 書 等 貼 付 用 紙

研修・研究・会議費 頁小計
為?」 レ  円 備考

伊/ιえ

領  収  証
ち″計ん
山下 てつや

NO.45

様 2023年 5月 16日

但 町田地域障がい者雇用企業連絡会 勉強会参加費として
上記正に領収いたしました。

撃暴普
域障がい者雇用企業連絡会

(事務局設置場所)
東京都町田市原町田4-18-6-lol
TEL 042-850-9141

※ 領収書は重ねて貼付しない。
※ 領収書が枠からはみ出す場合は別紙に貼る。
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田地域障がい者雇用企業連絡会
（
〓

2023年
14:00
～ 16 00０

●

毒藤描善氏プロフィール

第 1部

保育・教育施設における
障がい者雇用

～ 障がい者雇用を通じた
インクルヽシブ社会の実践 ～

齋藤 祐善氏
学校法人正和学国 理事長

第 2部

助成金制度
(含む、直近の障害者雇用促進法改正)

ハローワ…ク町田 (助成金担当)

1973年生まれ。保育園副園

長、社会福祉法人理事、町田

市議会議員などを経て学校法

人正和学園理事長に就任。

(正和学園創立より32塩 4
代目)2児 (双子)の免
元全国私立保育連盟国際委

員、元町田市社会福祉協議会

理事など。

現在ほかに、社会福祉法人芳

美会理事量 一般社団法人東

京都民間保育国協会青年委員(全国認定こども園協会次世代リー

ダ■委嵐 全国小規模保育協議会東京チャプター長、一般社団法人

こどもDX推進協会顧間など。 I

【セミナー腰 】
2023年度障がぃ者法定雇用率は2.7%(段階的な引き上げのため
2023年度は現状維持)となる中で、障がい者雇用について考える保
育・教育施設も多いと思います。

なぜ障がい者雇用をはじめたのか、障がぃ者を雇用するにはどのよ
うに学■,本いか、また保育・教育施設にぉける障がい者の方の働
き方や現場の変化にういて写真等をまじえながら、障がい者の方に

も活躍してぃただける社会について考えます11 -

言青日下

込補切日

参 加

参 加 費 000円

町田地域障がい者雇用企業連絡会 事務局
事務局設置場所 :株式会社障碍社

〒1"硝013東京都町田市原町田牛18・6

TEL:042-350-9141  FAX:042-850-9142

MAIL:fttiね@shogaとhaocoJp

2023年 5月 9日 (火)
30名 鷲H市民ホ‐″

幸黎増珀磁盪

革
斎
喜

尋
町

田

駅

]T♂ 頭氏玉―た

会場

お問い合わせ
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研修・研究・会議費 頁小計
/フっフ  円 備考

rrっチ

誓分紀
証 NO.

″叔4 様 2023年 3月 24日

但 町口地域障がい者雇用企業連絡会 勉強会参加費として
上記正に領収いたしました。

撃暴曽
域障
Tい者雇用企業連絡会

(事務局設置場所)
東京都町田競原町田4-18-6-101
TEL 042-850‐ 9141

※ 領収書は重ねて貼付しない。
※ 領収書が枠からはみ出す場合は別紙に貼る。



2023年

第 1部

短時間雇用プロジェクトの

実施状況と特定短時間労働について

2001年 クレジットカ…ド会社に入社。

コ…ルセンター管理運営、経理、シ

ステム関連業務に従事。

2009年川崎市役所入庁。

ホームレス自立支援、生活困窮者自

立支援、障害者雇用・就労支援を担当。

2023年から現職。

第 2部

障がいのある方へのキャリア支援
～ 職場体験の充実とジョブマッチング～

講師藤本 英理子氏
社会福祉法人つるかわ学国

町田市障がい者就労・生活支援センター リんく

センター長

置J困雌城簿がとヽ者雇爛企業連絡会

14:00～ 16:30

障害者と働くことがもたらす
職場の「気づき」

講師平井 恭順氏 講師北野 嘉信氏
川崎市健康福祉局障害計画課 課長 株式会社北野書店 代表取締役

1947年設立、創業 76年 目を迎え

た地域密着型の書店を、川崎市幸

区の鹿島田駅前で経営。

障害者雇用にも積極的に取り組ん

でおり、平成 29年度から、川崎市

が行う短時間雇用プロジェクトに

も参画。

現在、NPO法人ダイバーシティサ
ポートかゎさき理事、川崎商工会

議所議員。

■
奉韓

町田地域

障がい者雇用企業連絡会

講演内容
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連絡会の主な活動内容

・コミュニティ形成
a… 障がい者雇用に関する企業や団体や行政との「仲間づく明を推進します

。
情 報 提 供 B・ ・ご要望や課題に応じた障がい者雇用関係の各種情報提供を行います
。善種ご相談調整・―当連絡会のネットワークを通じて相談先とご希望者とのマッチングを行います

・語演会・情報交換会の開催・
中 障がし1者雇用に関する情報変換や交流を目的とした

情報変換会を定期的に開催いたします

n ハ

申込み 会場

申込締切日 :2023年 8月 10日 (木)町田市民ホール 1階 第 4会議室
参 加 定 員 :50名 定員達し次第受付終了 〒194日0022東京都町田市森野 2口2日36

参 加 費 :1,000円

申込み URL
httpsプ/forms口 gie/XBHGDVd5jp5MSrnq9

右記の QRコ ー ド
を読み取りご登録

くださいど

町田地域障がい者雇用企業連絡会・事務局

事務局設置場所 (株式会社障碍社内)

〒194‐0013東京都町田市原町田牛18‐ 6‐101
TEL:042‐ 850‐9141  FAX:042‐ 850‐9142

MAIL:fujha@machida‐ kigyonet口,p(藤田)

町田地域

障がい者雇用企業連絡会

■
町

田
駅

町田市民ホール

までのご素内

至
新
宿

町田箇道

0

原
町
田
中
央
蓮
り

可田駅常通け

町 田駅

至世田谷 至再:川学四

dr旭
町交差点

0

●
市民病院

′
。

森野支差点

口熱

霞ロ

0

至八王子 日菫16尋0
＼

望
小
田
原

至横浜

至東名横浜町田lC

l『 U原艮爪―ル

お問合せ先
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領 収 書 等 貼 付 用 紙

領  収  証 NO.46

松葉 ひろみ 様 2023年 5月  16日

但 町田地域障がい者雇用企業連絡会 勉強会参加費として
上記正に領収いたしました。

町日地域障がい者雇用企業連絡会
事務局

(事務局設置場所)
東京都町田市原町田4-18-6-101
TEL 042-350‐ 9141

研修日研究 i会議費 頁小計 夢・つつo
円 備考

ど Dユ_

領 収

　

様

垂
日

腐愛 少テみ

000-

但し、令和 5年度 河ヽ田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会費として

紗 夕年 ノ 月廃 日  上記の金額、正に領収いたしました

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

会 長 中村 昌
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阿田地域障がい者雇用企業連絡全
2023等

O●●

●

第 1部

保育・教育施設における
障がい者雇用

～ 障がい者雇用を通じた
インクルーシブ社会の実践 ～

齋藤 祐善氏
学校法人正和学国 理事長

第 2部

助成金制度
(含む、直近の障害者雇用促進法改正).|

ハローワーク町田 (助成金担1当 )

電4goo
-16

斎藤祐善氏プロフィール

1973年生まれ。保育園副園

長、社会福祉法人理事、町田

市議会議員などを経て学校法
人正和学園理事長に就任。

(正和学園創立より82年。4

代目)2児 (双子)の父。
元全国私立保育連盟国際委

員、元町田市社会福祉協議会

理事など。

現在ほかに、社会福祉法人芳

業会理事魚 r慢社印法人東
京都民間保育園協会青年委員、全国認定こども国協会次世代りT
ダー委員、全国小規模保育協議会東京チャプタニ長、

二般社団法人
こどもDX推進協会顧問などと

【セミナT響雫】
―
■ |li● :l i■    ― ―

!?921年度障がい者挙定雇用率は二7亮 (段階的な引吉上げの|め
ュo警年亭挙写状伴持)となる中で、障がい者厚輝について考える楳
育1教育施設も多い1思いま■

―ξE堅軍 啓 華 基 各:発熙 題 爾 慾 誰 伝二矯
言方や現場の変化IFつし|て写菓等を革じえながら、障がい者の方に
活ヽ理していただけら社会について考ぇます。

語師

込補切日 :

会 加

写023年 5月 19目 t共 )
30名   | |  li:

参 加 費 000円  i

町田地域障がい者雇用企業連絡会:事務局 i

事務局設置場所 :株式会社障碍社   ● |||
〒194-0013東京都町田市原町田牛18■6

TEL:042-850-91 41  FAX:0421350・ 9142  -‐  i

MAIL:角,ha@ShOgaLha.coJp il    ! 「‐

重
新
車

重性日岱

町

田

釈

町 田駅

じ|」百艮点―す↓

会
:場こ

お闘い合わ:せと

5-



各待5年度 ,

小口急多摩線疑仲を促走する議員建盟

総  会

口 時  谷釉 5年 5月 26目 (金)

午後 3皓 30分から

会 場  町口市飛ホール 第4会議室
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研修中研究 E会議費 頁小計
/多 ,2θD円 備考

bΥ 03

領 収 書 等 貼 付 用 紙

領収、書

町田市議会公明覚 松葉ひろみ綾

No0089
2023年 09月 04日

171‐0044東京者瞬!豊島区千と早4ぃ18‐5
キヤ三オンマンション千早町201
TEL 050と3134‐4479 (事務局)

特定)F営利活動法人 ピッコラーレ



一

・・
一

ャ

，

一

奪lT静琴f―霧

■法人・団体向けに出張研修

も行つています。詳細は事務

局までお問い合わせください。

2023

ｒｉ

'' ● ■ |

妊娠再藤相談を受ける支援者のみなさん、

母子保健、児童福祉、教育などに関わる専門職の方、司法機関、警察官の方、

これから支援者として活動したいと思つている方、

そして、新生児遺棄や孤立出産などのニュースを見て何かしたいと思っている方たちのための研修でi
妊娠が困りごとにならない社会を作るために、私たちと一緒に一歩踏み出しませんか?

tl学 i
妊娠をめぐる社会課題を学ぶ 2023

定員:150名  受講料:税込13′200円 10:00～ 16:30

il相談実践から支援の実際を学ぶ

0
日

10:00～ 17:15 9:45～ 17:15

定員:60名 受講料:税込24′200円
場所:サンシヤインンティ「共創空間」
東京都豊島区東池袋B‐ 1‐3 ワールドインポートマートビル9階

!li

フォームから

お申込みください
2023年 9月 9日 (土 )
定員になり次第締切り

電話 050-3134-4479
schO。 |@piccOlare,org

認定NPo法人ビッコラーレ事務局引 傷A 研修 B



オンライン開催研修A妊 娠をめぐる社会課題を学ぶ

プログラム

内 容

9/18
0①

10:00～10:20 イントロダクション妊娠が困りごとになるとき =

10:25～11:40
講義①「助けて」と言務 社会を目指して
～相談窓国に寄せられる妊娠葛藤の実際と課題～ セ

11:55～12:40
請義②中絶後の相談窓口から
～置き去りにされる′氏ひとりで抱涌 女性たち～ ヤ方

1ヨ:40～15:10
講義③若年妊婦の居場所け さら」の実践

～いつか自分のHOMEを見つけるために～
■■予

15:25～16:25
講義④ ピッコラーレスタイルの保健室
～「知りたい」から「矢日らせたい」へ～ 才

16:30 終了

研修B 相談実I完から支援の実際を学ぶ 現地開催

骨囲凰

10/8
0

10:00～11:30 講義① 相談事例から妊娠ソーシャルワークを考務

11:40～ 12:40 講義② 相談事例から見お 避妊の実際 ,

13:40～ 15:20 ゲュしTプワーク① 様々な背景を考慮した相談技術  硝師伊東由書子

15:30～ 17:10 ヴIし―プヮーク②電話相談ロールプレイ 摯

17:15 終了

2日 目

10/9
0⑪

9:45-11:15
講義⑤困難な背景を持つ妊産婦への支援
～法的な問題を中心に～

講師馬場望

11:25～ 13g00 グループワーク③テキスト(メール&SNS)相談 哲

14:00～ 15:30 グループワーク④人工妊娠中絶を考務 4

15:40～ 17:10 グループワエク⑤ケースカンフアレンス

17:15 終了
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研修Bの 1日日(10/8)終了後憫8時から交流会開催予定で曳詳細は後日晉柔内いたしまi

0各プログラム修了者には、修了証をお渡ししまi
Oコマ単位での受講はできません。

●講座内容や時間などは変更する場合がありま現  ~  ~
0当 日視聴が原則ですが、やむをえない理由で欠席された方には、
研修Aは後日見逃し配信ありま魂

ビツコラーレの相談支援員希望の方は、研修A&Bの受講が必須で魂
なお、今年度の相談支援員募集はありませんで

伊東由宥子 狗b睫

l株)トイトワ代表。社会福祉士。プロフェッショナlしコーチ(CTI」apan応用ヨ‐ス修了)。米国
DanceHammer認定カウンシルガイド。ピッヨラーレの前身REんしんSOS東京」の設立メ
ンバー。福祉現場での経験と人材開発領域での実績を活かし、多様性を認め主体性を育む関

わりや感情コミュニケーションに重点をおきつつ、研修ほか多様な分野で活動。

馬協 望 Nozo前 Baba

くくな法律事務所所属、弁護士。社会福祉士。家族。子ども・女性にF,Sする譜問題に注力する。

東京弁護士会子どもの人権と少年法に関する特別委員会委員、東京都児重相談所非常勤弁

護士も務める。ピッヨラーレ顧間弁護士。

ミ露乖 デ錠rf…と

恥1多・ B
会場案内

サンシャインンティ「共創空間」
豊島区東池袋ユー1‐3 ワールドィン本―トマートピ〕レg階

0池争駅 OR・ 東京メトロ・百武線・東武線),35香出口より徒歩約12分
●革池幾駅 (東京メトロ有薬町線)6・フ番出日より1走歩7分

゛■池袋田丁目(サンシャイン前)停留所 (部霊荒川繰)よ り往歩8分

善

すρ :警
●
守 rヂミ .

会場協力/株式会社サンシャインシティ

お問い合わせ/主催

認定NPO法人ピッコラーレ

メーーザレ:schooI@piccolare org

電  話 :050…3134‐4479
玉ゴゝざ ‐

‐
kト

一 ″ 塩
ど ‐

―
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研修口研究・会議費 買小計 2tθ♂∂ 円 備考

領 収 書 等 貼 付 用 紙

ど午θΥ

領 収 書

2024年 2月 28日

町 市議会 松葉ひろみ 様

★ 2,000円
但し、2月 15日『自殺対策オンライン研修会』参加費として上記正に領収致しました。

〒102-0073 東京都千代田区九段北 4‐ 3‐8市ヶ谷 UNビル 4階
特定非営利活動法人 自殺対策支援センターライラリンク
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静ぼ甚ふ蓋すI 松葉ひろみくmatsubahiromi02@gm創 .Com>

ライフリンク主催 【全国地方議員オンライン研修会】のご案内
1件のメッセージ

自殺対策を推進する地方議員の会対nf02@“ felink.0吋 p>
Bcci matsubahiromi02@gma‖ .COm

2024寄三1月 16日 17:32

令和 6年 1月 吉日

各位

全国地方議員「自殺対策研修会」オンライン開催のご案内

地域の自殺対策の推進に向けた、皆様の日頃からの取り組みに敬意を表します。

コロナ禍の長期化などにより、自殺者数も年間2万人を超える状況が続き、こども (児童・生徒)の自殺者
数は令和4年に過去最多となうて、自殺を巡る状況は「非常事態」が続いています。また、こうした状況を鑑

み、自殺総合対策大綱が改定されました。地方自治体では、この方針を踏まえるとともに、地域の実情を勘

案しながら地域自殺対策計画の見直しを進めるものと考えられます。行政の監視役として地方議員の皆さん

の果たす役割がますます重要なものとなっています。

そこでNPO法人自殺対策支援センター ライフリンクでは、地域における自殺対策を今後も適切に監視いた

だくとともに、牽引役として活躍いただくため、最新の自殺対策に関する情報の共有ならびに交流のための

機会を設けたいと考え、別紙のとおり、地方議員の方々を対象とした「自殺対策」オンライン研修会を開催

することといたしました。日頃、議会および地域で自殺対策に真摯に取り組まれている議員の方々に、ぜひ

当研修会にご参加いただきたく、ご案内申し上げます。

記

日 時    令和 6年 2月 15日 (木)18:00～ 20100(2時 間)
講演内容    別紙

※ 申込みフォエムにてご質問をお受けします。ただし時間の関係上、いただいたすペ

てのご質問にお答えできない場合もあります。あらかじめご了承ください。

講 師    NPO法 人自殺対策支援センター ライフリンク代表 清水康之
開催方法    Zoomのウェビナーを利用したオンライン開催となります。   .
募集人数  50名 (申込み先着順。複数名参加の場合は各々お申込みください)    _
参加費用  2, 000円
申込締切  令和 6年 1月 31日 (水)までに参加申込みのお手続きをお願いします。

振込口座    三菱UF」銀行(0005)渋谷支店(135)普通 ,3561088トクヒ)ジサツタ
イサクシエンセンターライフリンク

※ 振込の際には、参加される議員の方のお名前と自治体名をご記載いただくよう、お願いい

たします。(例 :ライフ太郎 千代田区)

当日のURL等 2月以降、参加費のお振込みが確認できた方より順次、事前に登録してい
ただいたメールアドレス宛に、当日参加用のURLを記載した「招待状」をお送りします。

※ 資料は研修会終了後に、同メールアドレス宛に、ファイル添付の形でお送りする予

定です。

お申込み    以下の申込みフォームにて必要事項をご記入の上、お申込みください。
申込みURL:httpsノん ms.91e/Da9率測凶CpuciNDos5



● 1

連絡先 ŃPO法人ライフリンク F地方議員フォーラム事務局J勝木Ⅲ堀辺、岡田
メrル :i師妃@lillel蘭にohip 電話 :03-326卜 4934 FAX:03‐ 326卜4930
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